（Ｈ27年6月）

· 自転車の危険運転の取り締まりが強化されました！　
皆さんご存知のとおり、６月１日から道路交通法（以下、「道交法」という）の一部が改正され、重大事故につながる「危険運転」を繰り返した自転車の運転者に対し、安全講習の受講が義務付けられました。従来の道交法違反にあたる悪質運転のうち、今回の改正において「危険行為」と規定された行為は以下の14項目です。特に「14.安全運転義務違反」は、現場の警察官が危険だと判断した場合に適用されるようですので、今後自転車に乗る際は十分な注意が必要となります。
１．信号無視
２．通行禁止違反･･･一方通行路では「自転車を除く」の条件がない限り逆走できない
３．歩道での徐行違反等･･･歩道では車道寄りを徐行する義務あり
４．通行区分違反･･･道路の左側通行厳守（右側通行は一発アウト）
５．路側帯での歩行者妨害･･･路側帯とは、道路端の白線で区分された歩道とみなされる帯
６．遮断機が下りた踏切への進入
７．交差点での優先道路通行車の妨害等
８．交差点での右折車妨害等
９．環状交差点での安全進行義務違反等
10．一時停止違反･･･「止まれ」の標識では一旦止まって足を地面につけること
11．歩道での歩行者妨害･･･歩道では当然のことながら歩行者優先
12．ブレーキのない自転車運転
13．酒酔い運転
14．安全運転義務違反･･･携帯電話・イヤホン等の使用、夜間の無灯火・傘差し走行など
今回の改正の背景には、自転車が絡む事故で被害者が死亡したり重傷を負ったりする重大事故が着実に増加していることが挙げられます。自転車が絡む事故件数は、約18万8千件（2004年）から約10万9千件（2014年）へと、この10年間で約4割減っているにもかかわらず、死亡事故は51件から82件へと逆に増加してしまいました。このような状況を受け、警察庁において2012年から有識者を交えて防止策を検討した結果、今回の改正に至ったようです。
対象者は、14歳未満の子供が除外されるだけで高齢者も年齢に関係なく含まれています。自転車運転の場合、基本的に上記の危険行為を行って道交法違反で摘発された場合には、交通切符（いわゆる「赤切符」）が交付されます。しかし、大部分は不起訴となり、罰金の支払いもなく前科もつきませんが、違反回数は1回としてカウントされます。その回数が3年以内に2回以上になると、警察本部や運転免許センターなどで安全講習（受講時間3時間の最後にテストを実施、受講料5,700円）の受講が義務付けられるということです。もし、受講命令を受けて3ヶ月以内に受講しなければ、5万円以下の罰金だけでなく前科がついてしまいます。ちなみに、改正前からある悪質運転者に対する刑事処分も、一律不起訴から略式起訴による罰金刑へと厳罰化の方向へシフトしているようです。しかしながら、今回の改正の目的はあくまでも安全講習を通じた「自転車の運転マナーの向上」にあるとしています。自動車のような免許制度がなく、子供からお年寄りに至るまで手軽に乗れる自転車であるがゆえに、今まで正しい運転ルールを学ぶ機会に乏しかったことを反省しての取り組みと言えるでしょう。
自分自身の通勤やプライベートだけでなく、家族の一員が自転車に乗る機会は誰にでもあると思われますので、これを契機に運転マナーを確認してみては如何でしょうか。（工藤克己）
